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	応用
	抗原情報
	背景
	C-X-Cモチーフケモカイン受容体1（CXCR1）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーです。このタンパク質はインターロイキン8（IL8）の受容体です。IL8に高親和性で結合し、Gタンパク質活性化セカンドメッセンジャーシステムを介してシグナルを伝達します。マウスのノックアウト研究では、このタンパク質が脊髄発達中の胎児オリゴデンドロサイト前駆細胞の移動を阻害することが示唆されました。別の高親和性IL8受容体をコードする遺伝子であるこの遺伝子IL8RBは、IL8RBの偽遺伝子であるIL8RBPとともに、染色体2q33-q36にマッピングされた領域で遺伝子クラスターを形成します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：強力な好中球走化性因子であるインターロイキン8の受容体。 IL-8が受容体に結合すると、好中球が活性化されます。この反応は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質を介して行われます。この受容体はIL-8に高親和性で結合し、MGSA（GRO）には低親和性で結合します。,オンライン情報：CXCケモカイン受容体のエントリ,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用、ケモカイン、エンドサイトーシス、ヘリコバクターピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達
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	パラフィン包埋ヒト肝臓癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

